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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合で

も、１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

観光地点パラメータ調査により、道内客、道外客、外国人について、「観光」、「ビジ

ネス兼観光」別に推計した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。



- 1 -

Ⅰ 観光入込客数（実人数）
１ 概況

平成２５年度の観光入込客数は、５,３１０万人となりました（前年度比４.２％増）。

景気の緩やかな回復に伴い国内外の観光需要が引き続き回復傾向にあったほか、集客

力のある大規模なイベントの開催などから、４月の低温に続くゴールデンウィークの悪天

候やＪＲ北海道の事故等による特急列車の一部運休などの影響はありましたが、前年度に

比べ４.２％の増加となり、算定方式の変更はあるものの、平成１１年度の５,１４９万人
を超えて過去最高となりました。

２ 道内客・道外客・外国人別

道内客・道外客・外国人別にみると、道内客は４,６２９万人、道外客は５６５万人、

外国人が１１５万人となり、構成比では、道内客が８７.２％、道外客が１０.６％、外国

人が２.２％となっています。

３ 日帰り客・宿泊客別

日帰り客・宿泊客別にみると、日帰り客は３,６５８万人、宿泊客は１,６５２万人となり、

構成比では、日帰り客が６８.９％、宿泊客が３１.１％となっています。

４ 四半期別

四半期別にみると、第１四半期が１,４８２万人（構成比２７.９％、前年度比８.７％増）、

第２四半期が２,０４５万人（同３８.５％、同１.７％増）、第３四半期が８３８万人

（同１５.８％、同４.９％増）、第４四半期が９４５万人（同１７.８％、同２.２％増）と

なっています。

＜平成２５年度　観光入込客数（実人数）＞

区　　　　分 日帰り客 宿泊客 計 前年度比 構成比

１，１０１万人 ２３５万人 １，３３５万人 ＋８．６％ ９０．１％
第１四半期 １万人 １２６万人 １２７万人 ＋６．７％ ８．６％
(4～6月) － ２０万人 ２０万人 ＋３７．０％ １．３％

１，１０２万人 ３８０万人 １，４８２万人 ＋８．７％ １００．０％

１，５３１万人 ２７５万人 １，８０６万人 ＋０．８％ ８８．３％
第２四半期 ８万人 １９７万人 ２０５万人 ＋４．６％ １０．０％
(7～9月) － ３３万人 ３３万人 ＋４３．９％ １．６％

１，５３９万人 ５０６万人 ２，０４５万人 ＋１．７％ １００．０％

４５４万人 ２４０万人 ６９５万人 ＋４．２％ ８２．９％
第３四半期 １万人 １１８万人 １１９万人 ＋２．６％ １４．２％
(10～12月) － ２４万人 ２４万人 ＋４１．４％ ２．９％

４５５万人 ３８３万人 ８３８万人 ＋４．９％ １００．０％

５６０万人 ２３３万人 ７９３万人 ＋０．８％ ８３．９％
第４四半期 ２万人 １１２万人 １１４万人 ＋０．９％ １２．１％
(1～3月) － ３９万人 ３９万人 ＋５６．０％ ４．１％

５６２万人 ３８４万人 ９４５万人 ＋２．２％ １００．０％

３，６４６万人 ９８３万人 ４，６２９万人 ＋３．４％ ８７．２％
合　　計 １２万人 ５５３万人 ５６５万人 ＋３．９％ １０．６％

－ １１５万人 １１５万人 ＋４５．９％ ２．２％
３，６５８万人 １，６５２万人 ５，３１０万人 ＋４．２％ １００．０％

道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計

外 国 人

合　　計

道 内 客
道 外 客
外 国 人

合　　計
道 内 客
道 外 客



- 2 -

５ 訪日外国人来道者数（実人数）

(1) 概 況

平成２５年度の訪日外国人来道者数は、１１５万３,１００人となり、年度とし

てはじめて１００万人を超え、日本全体の訪日外客数１,０９８万人の約１割を占

めています。

前年末から円安傾向で推移したことに加え、７月に東南アジア諸国に対する査証要

件が緩和されたことや、新千歳空港－バンコク直行便が１０月に週４便から毎日１便

へ増便になったことなどからタイが大幅に伸びたほか、１月から２月の春節には中国

をはじめ各国が増加したことなどから、前年度に比べて４５.９％増加し、過去最高と

なりました。

(2) 国・地域別

本道観光の主要市場であるアジア地域からの来

道者は９９万３,６００人で、前年度に比べて５０.

２％の増加となりました。

国・地域別で見ると、台湾が４１万５,６００

人（前年度比４８％増）と最も多く、次いで、中

国が１５万８,３００人（同５４.９％増）となっ

ています。特にタイは前年度比１６７％増の９万

８，８００人となり、平成２４年１０月の直行便就

航以降、増加傾向が続いています。

来道者数の多い主要な国・地域別の特徴は次の

とおりです。

旅行需要の高まりから、台北から道内各空港を結ぶ便に加え、中南部の台中や高雄から

台 湾 のチャーター便などが数多く運航され、座席供給量の拡大と旅行商品の多様化が図られた

ことや、円安による旅行商品の割安感から、過去最高を記録した昨年度を更に更新し、

４８％の増加となりました。

平成２４年９月からの日中間情勢の影響が長引き、年度前半は団体旅行を中心に低迷し

中 国 ましたが、後半は一転、チャーター便が運航されるなどプラスに転じ、通年では約５５％

の増加となりました。

韓 国
第３四半期は、放射能汚染水の風評被害により前年度を１３％下回りましたが、第４四

半期には持ち直し、通年では１５％の増加となりました。

香 港 円安傾向の継続による訪日旅行商品の割安感の定着や羽田などへの LCCの新規就航など

を背景に、全四半期で増加し、通年では４８％の増加となりました。

平成２４年７月１日から短期滞在を目的として訪日するタイ人向けの査証免除措置が開

タ イ 始されたほか、バンコクからの直行便機材の大型化や、１０月から始まった毎日運航など

から、１６７％の増加となりました。

台湾

36.0%

中国

13.7%

韓国

12.3%

香港

9.3%

タイ

8.6%

その他

20.1%
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＜平成２５年度訪日外国人来道者数（実人数）＞ （単位：人）

区 分 中　国 韓　国 台　湾 香　港 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾏﾚｰｼｱ タイ 小計

第１四半期 ２５年度 18,900 31,500 80,700 18,700 7,800 6,800 11,500 175,900

（４～６月） ２４年度 23,500 26,700 49,800 13,800 5,700 4,300 3,500 127,300

前年同期比 △19.6% ＋18.0% ＋62.0% ＋35.5% ＋36.8% ＋58.1% ＋228.6% ＋38.2%

第２四半期 ２５年度 32,300 52,300 125,100 36,500 12,900 13,100 29,700 301,900

（７～９月） ２４年度 35,400 40,900 81,000 22,600 7,200 6,700 10,200 204,000

前年同期比 △8.8% ＋27.9% ＋54.4% ＋61.5% ＋79.2% ＋95.5% ＋191.2% ＋48.0%

第３四半期 ２５年度 28,200 18,500 102,600 28,000 10,500 5,700 12,300 205,800

（10～12月） ２４年度 15,000 21,200 72,000 16,400 7,000 3,400 3,800 138,800

前年同期比 ＋88.0% △12.7% ＋42.5% ＋70.7% ＋50.0% ＋67.6% ＋223.7% ＋48.3%

第４四半期 ２５年度 78,900 39,300 107,200 24,100 4,400 10,800 45,300 310,000

（１～３月） ２４年度 28,300 34,800 78,000 19,800 3,600 7,600 19,500 191,600

前年同期比 ＋178.8% ＋12.9% ＋37.4% ＋21.7% ＋22.2% ＋42.1% ＋132.3% ＋61.8%

２５年度 158,300 141,600 415,600 107,300 35,600 36,400 98,800 993,600

合　　計 ２４年度 102,200 123,600 280,800 72,600 23,500 22,000 37,000 661,700

前年同期比 ＋54.9% ＋14.6% ＋48.0% ＋47.8% ＋51.5% ＋65.5% ＋167.0% ＋50.2%

区 分 ロシア 米国 カナダ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ その他 合計

第１四半期 ２５年度 3,100 4,000 1,700 3,100 9,200 197,000

（４～６月） ２４年度 2,400 3,000 1,400 2,600 7,100 143,800

前年同期比 ＋29.2% ＋33.3% ＋21.4% ＋19.2% ＋29.6% ＋37.0%

第２四半期 ２５年度 4,000 7,700 3,200 2,500 14,100 333,400

（７～９月） ２４年度 4,000 5,600 2,600 2,000 13,500 231,700

前年同期比 ±0.0% ＋37.5% ＋23.1% ＋25.0% ＋4.4% ＋43.9%

第３四半期 ２５年度 2,700 4,700 2,600 3,500 17,700 237,000

（10～12月） ２４年度 2,400 4,100 2,500 2,800 17,000 167,600

前年同期比 ＋12.5% ＋14.6% ＋4.0% ＋25.0% ＋4.1% ＋41.4%

第４四半期 ２５年度 3,300 17,100 3,200 26,300 25,800 385,700

（１～３月） ２４年度 2,300 11,000 2,900 22,000 17,500 247,300

前年同期比 ＋43.5% ＋55.5% ＋10.3% ＋19.5% ＋47.4% ＋56.0%

２５年度 13,100 33,500 10,700 35,400 66,800 1,153,100

合　　計 ２４年度 11,100 23,700 9,400 29,400 55,100 790,400

前年同期比 ＋18.0% ＋41.4% ＋13.8% ＋20.4% ＋21.2% ＋45.9%
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Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

平成２５年度の全道１７９市町村における観光入込客数（実数）を合計した総数（延

べ人数）は、１億３,１７９万人で、前年度に比べて３.４％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、３,２１５万人泊で、前年度に比べて６.１％の増加と

なりました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数（延べ人数）を見ると、６圏域とも前年度に比べ増加しており、

道南圏５.６％、道央圏４.３％、釧路・根室圏２.３％、オホーツク圏１.８％、道北圏１.

２％、十勝圏０.６％の増加となりました。

また、宿泊客延べ数でも、道南圏を除く５圏域が前年度に比べ増加しました。

なお、各圏域の特徴は次のとおりです。

平成２５年４月は雪解けが遅く、中山峠の一時通行止めなどによる減少はありま

道 央 圏
したが、５月以降はＬＣＣの新規就航や、９月に札幌市で開催された全国から多数

の来場者を集めたトークショウをはじめとする各種イベントがあったほか、冬季は
スキー場やイベントが好調だったことなどにより増加しました。

平成２４年１１月の道央道森・大沼公園間の開通による交通アクセス向上に加え、
道 南 圏 平成２５年７月に函館市で開催された全国から多数のファンを集めた人気グループ

のコンサートをはじめとする各種イベントや江差線廃線前の乗客増などにより、Ｊ
Ｒ北海道の列車事故やホテルの長期休業などはありましたが増加しました。
夏季は天候に恵まれ、平成２５年７月には上川町に「大雪森のガーデン」がオー

道 北 圏 プンしたほか、３月の深川留萌自動車道留萌・大和田間の開通や６月の台北～旭川
直行便の就航による交通アクセスの向上に加え、冬季はスキー場が好調だったこと

などにより増加しました。
平成２４年７月にリニューアルオープンした「山の水族館」（北見市）の来場者が

オホーツク圏 増加したほか、夏季には道外路線の機材大型化があったことなどから、流氷の接岸
の遅れや、平成２６年２月、３月の暴風雪の影響はありましたが増加しました。
平成２３年１０月に開通した道東道夕張・占冠間を利用した道央圏からの流入が

十 勝 圏 定着したほか、十勝ワイン生誕５０周年（池田町）に関連するイベントなどにより、
冬季は少雪によるスキー場のオープンの遅れはありましたが微増となりました。

平成２３年１０月の道東道夕張・占冠間を利用した道央圏からの流入が定着した
釧路・根室圏 ことから、６月になった知床横断道路の開通の遅れや、２月、３月の暴風雪による

影響はありましたが増加となりました。

＜圏域別観光入込客数（延べ人数）＞

圏　域 観光入込客数 前年度比 増減数 構成比

道　央 7,273万人 ＋4.3% ＋303万人 55.2%

道　南 1,144万人 ＋5.6% ＋61万人 8.7%

道　北 2,141万人 ＋1.2% ＋25万人 16.2%

オホーツク 847万人 ＋1.8% ＋15万人 6.4%

十　勝 967万人 ＋0.6% ＋6万人 7.3%

釧路・根室 806万人 ＋2.3% ＋18万人 6.1%

合　計 13,179万人 ＋3.4% ＋429万人 100.0%

道央

55.2%

道南

8.7%

道北

16.2%

オホー

ツク

6.4%

十勝

7.3%

釧路・根室

6.1%
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３ 市町村別

観光入込客数（実人数）を市町村別でみると、札幌市が１,３５６万人（前年度比

４.０％増）で最も多く、次いで、小樽市７１１万人（同７.７％増）、旭川市５３３万人

（同７.５％減）、以下、千歳市、函館市、釧路市、登別市の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が１,０９０万人泊（前年度比８.３％増）で最も

多く、次いで、函館市３５３万人泊（同１.５％増）、登別市１２１万人泊（同９.９％増）、

以下、釧路市、帯広市、倶知安町、小樽市の順となっています。

＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比

1 札幌市 1,356万人 ＋4.0% 1 札幌市 1,090万人泊 ＋8.3%

2 小樽市 711万人 ＋7.7% 2 函館市 353万人泊 ＋1.5%

3 旭川市 533万人 △7.5% 3 登別市 121万人泊 ＋9.9%

4 千歳市 503万人 ＋3.1% 4 釧路市 120万人泊 ＋3.7%

5 函館市 482万人 ＋7.1% 5 帯広市 97万人泊 ＋1.5%

6 釧路市 353万人 ＋5.7% 6 倶知安町 89万人泊 ＋2.2%

7 登別市 332万人 ＋16.8% 7 小樽市 75万人泊 ＋6.2%

8 喜茂別町 264万人 ＋2.7% 8 上川町 73万人泊 ＋7.6%

9 洞爺湖町 260万人 ＋15.9% 9 旭川市 69万人泊 ＋9.2%

10 帯広市 251万人 ＋1.0% 10 富良野市 68万人泊 ＋9.2%

11 上川町 203万人 ＋12.7% 11 洞爺湖町 57万人泊 ＋15.9%

12 七飯町 198万人 ＋11.4% 12 ニセコ町 54万人泊 ＋20.5%

13 苫小牧市 184万人 △2.7% 13 北見市 52万人泊 ＋5.8%

14 石狩市 182万人 ＋6.0% 14 斜里町 45万人泊 △2.1%

15 富良野市 177万人 △0.6% 15 網走市 45万人泊 △0.6%

16 白老町 175万人 ＋3.0% 16 音更町 44万人泊 △3.0%

17 伊達市 172万人 ＋16.7% 17 稚内市 40万人泊 △3.1%

18 壮瞥町 168万人 ＋10.5% 18 留寿都村 38万人泊 ＋6.1%

19 北見市 159万人 ＋9.0% 19 占冠村 36万人泊 ＋14.1%

20 ニセコ町 157万人 ＋11.2% 20 室蘭市 29万人泊 △0.1%

道央

57.4%

道南

12.6%

道北

13.1%

オホー

ツク

5.1%

十勝

6.1%

釧路・根室

5.7%
〈圏域別宿泊客延べ数〉

圏　域 宿泊客延数 前年度比 増減数 構成比

道　央 1,845万人泊 ＋8.4% ＋143万人泊 57.4%

道　南 405万人泊 △0.1% △0.5万人泊 12.6%

道　北 421万人泊 ＋8.0% ＋31万人泊 13.1%

オホーツク 165万人泊 ＋1.1% ＋2万人泊 5.1%

十　勝 196万人泊 ＋1.8% ＋3万人泊 6.1%

釧路・根室 182万人泊 ＋3.7% ＋7万人泊 5.7%

全　道 3,215万人泊 ＋6.1% ＋185万人泊 100.0%
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４ 訪日外国人来道者の宿泊延べ数

(1) 国・地域別

平成２５年度の訪日外国人来道者の宿泊延べ数は、３６８万８千人泊で、前年度に

比べて４７.５％の大幅な増加となりました。

国・地域別に見ると、台湾が１３０万８千人泊で全体の３５.５％を占め最も多く、

次いで香港が５１万６千人泊で１４.０％、中国が４１万２千人泊で１１.２％、韓国

が３０万１千人泊で８.１％、タイが２４万６千人泊で６.７％、以下シンガポール、

オーストラリアなどの順となっています。

(2) 圏域別

圏域別に見ると、道央圏が２６７万人泊と全道の７２.４％を占め最も多く、次いで

道北圏、道南圏、十勝圏、釧路・根室圏、オホーツク圏の順となっています。

前年度と比較すると、道北圏の前年度比６１．７％増をはじめ、十勝圏を除く各圏

域で増加となり、全道では４７．５％増加しました。

※十勝圏については、平成２４年度下期における一部宿泊施設の集計誤りにより、前年度比がマイナスとなっています。

(3) 市町村別

市町村別に見ると、札幌市が１３６万１千人泊（前年度比５９.３％増）で最も多く、

次いで登別市が３１万５千人泊（同４９.３％増）、函館市３０万人泊（同５９.８％増）、倶知

安町２７万４千人泊（同２０.０％増）、上川町１８万人泊（同５４.１％）となっていま

す。

〈圏域別訪日外国人来道者宿泊延べ数〉 (単位：人泊）

ア　　ジ　　ア

中国 韓国 台湾 香港 シンガポール マレーシア タイ インド インドネシア フィリピン ベトナム

道　央 337,294 257,775 748,669 394,927 179,257 78,548 203,666 1,794 18,789 4,728 996

道　南 18,469 15,649 225,538 18,589 8,936 2,675 9,944 235 1,307 99 15

道　北 29,317 18,437 206,636 45,893 29,704 7,868 26,147 183 2,217 252 104

ｵﾎｰﾂｸ 8,148 2,792 27,958 23,929 5,807 1,865 2,609 41 222 36 15

十　勝 7,150 2,871 45,795 20,742 13,443 2,484 1,896 2 508 60 10

釧路・根室 11,354 3,080 53,162 11,692 7,733 2,573 1,566 135 218 238 131

全　　道 411,732 300,604 1,307,758 515,772 244,880 96,013 245,828 2,390 23,261 5,413 1,271

前年度比 ＋56.1% ＋13.1% ＋49.1% ＋42.0% ＋46.6% ＋83.6% ＋199.2% ＋29.5% - - - 

構成比 11.2% 8.1% 35.5% 14.0% 6.6% 2.6% 6.7% 0.1% 0.6% 0.1% 0.0%

ロシア イギリス フランス ドイツ アメリカ カナダ

道　央 19,473 13,635 5,693 4,868 60,525 9,787 203,830 126,162 2,670,416 1,785,870 ＋49.5%

道　南 159 461 436 343 3,039 893 1,231 15,646 323,664 208,150 ＋55.5%

道　北 2,044 956 1,174 635 4,067 1,121 16,998 12,086 405,839 251,041 ＋61.7%

ｵﾎｰﾂｸ 430 294 437 187 1,337 213 615 1,895 78,830 63,993 ＋23.2%

十　勝 111 163 218 56 1,015 96 8,822 2,107 107,549 116,370 △7.6%

釧路・根室 2,785 626 364 191 2,116 257 629 3,310 102,160 75,681 ＋35.0%

全　　道 25,002 16,135 8,322 6,280 72,099 12,367 232,125 161,206 3,688,458 2,501,105 ＋47.5%

前年度比 ＋18.3% ＋14.5% ＋40.9% ＋19.7% ＋49.0% ＋25.7% ＋21.3% ＋21.8% ＋47.5%

構成比 0.7% 0.4% 0.2% 0.2% 2.0% 0.3% 6.3% 4.4% 100.0%

計 24年度 前年度比

圏　域

圏　域
ヨーロッパ 北　　米

オーストラリア その他
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【宿泊延べ数の多い上位５カ国・地域】 【宿泊延べ数の多い市町村】

順位 国名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 台湾 1,307,758人泊 ＋49.1% １ 札幌市 1,361,301人泊 ＋59.3%
２ 香港 515,772人泊 ＋42.0% ２ 登別市 314,506人泊 ＋49.3%
３ 中国 411,732人泊 ＋56.1% ３ 函館市 300,244人泊 ＋59.8%
４ 韓国 300,604人泊 ＋13.1% ４ 倶知安町 273,928人泊 ＋20.0%
５ タイ 245,828人泊 ＋199.2% ５ 上川町 179,999人泊 ＋54.1%

【中国の宿泊延べ数の多い市町村】 【韓国の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 180,005人泊 ＋48.7% １ 札幌市 134,649人泊 ＋30.2%
２ 北広島市 22,480人泊 ＋287.0% ２ 登別市 48,709人泊 ＋8.6%
３ 壮瞥町 21,741人泊 ＋46.7% ３ 留寿都村 12,532人泊 ＋1.0%
４ 洞爺湖町 18,622人泊 ＋86.9% ４ 洞爺湖町 11,434人泊 ＋43.5%
５ 登別市 17,578人泊 ＋35.6% ５ 小樽市 11,050人泊 ＋16.0%

【台湾の宿泊延べ数の多い市町村】 【香港の宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 391,198人泊 ＋54.5% １ 札幌市 219,809人泊 ＋54.5%
２ 函館市 216,106人泊 ＋57.6% ２ 倶知安町 45,438人泊 ＋12.6%
３ 登別市 164,837人泊 ＋57.1% ３ 登別市 32,029人泊 ＋43.6%
４ 上川町 121,134人泊 ＋59.9% ４ 小樽市 22,722人泊 ＋35.1%
５ 洞爺湖町 59,888人泊 ＋54.2% ５ ニセコ町 20,398人泊 ＋16.2%

【シンガポールの宿泊延べ数の多い市町村】 【タイの宿泊延べ数の多い市町村】

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 札幌市 87,487人泊 ＋87.3% １ 札幌市 128,513人泊 ＋217.2%
２ 倶知安町 24,275人泊 ＋41.5% ２ 登別市 15,873人泊 ＋304.5%
３ 登別市 18,781人泊 ＋70.1% ３ 上川町 12,955人泊 ＋89.7%
４ 上川町 15,628人泊 ＋36.1% ４ 壮瞥町 11,190人泊 ＋152.3%
５ ニセコ町 9,649人泊 ＋11.8% ５ 函館市 9,667人泊 ＋239.7%

【オーストラリアの宿泊延べ数の多い市町村】 

順位 市町村名 宿泊延べ数 前年度比

１ 倶知安町 143,904人泊 ＋12.4%
２ ニセコ町 19,929人泊 ＋31.1%
３ 札幌市 18,716人泊 ＋66.7%
４ 留寿都村 15,012人泊 ＋48.1%
５ 富良野市 14,128人泊 ＋68.9%

〈圏域別訪日外国人来道者宿泊延べ数〉

道央

72.4%

道南

8.8%

道北

11.0%

オホーツク

2.1%

十勝

2.9%

釧路・根室

2.8%
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Ⅲ 観光消費額単価

道内１３の観光地点において実施したパラメータ調査により得られた観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

＜平成２５年度 観光消費額単価＞ （単位：円）

区 分 日帰り 宿 泊

道内客
観光 ４,０４６ (３,９６１) ２１,２１２ (２０,７１０)

第１
ビジネス兼観光 ４,８８５ (２,０１３) ２０,６１６ (３２,３３８)

四半期 道外客
観光 ９,２５０ (９,１８８) ７６,０５３ (７５,８４３)

ビジネス兼観光 ５,２４２ ( － ) ２５,４７７ (５９,３８４)

外国人
観光 １３,６５３ ( － ) １２０,１２４ (１１９,８０９)

ビジネス兼観光 ７,８３２ ( － ) ６３,２８５ (５２,６３２)

道内客
観光 ３,３１４ (３,２９５) ２４,５７１ (２４,３４３)

第２
ビジネス兼観光 ４,６１４ (２,３３４) ２０,６７４ (２２,４１３)

四半期 道外客
観光 ２２,８００ (２２,４１９) ８３,０３４ (８２,４０２)

ビジネス兼観光 ５,２６７ ( － ) ２４,５４８ (３０,３１６)

外国人
観光 １４,２２１ ( － ) １２６,４１３ (１２６,０４６)

ビジネス兼観光 ８,１８４ ( － ) ５８,４６８ (５５,２４１)

道内客
観光 ４,０１６ (３,９８７) ２２,３２５ (２１,８１１)

第３
ビジネス兼観光 ４,７２１ (４,０２８) ２０,４６１ (３２,７８８)

四半期 道外客
観光 ２０,４４１ (２０,１００) ６６,５６７ (６５,３６１)

ビジネス兼観光 ５,１９９ ( － ) ２５,１１５ (４２,８２０)

外国人
観光 １３,２７６ ( － ) １３５,２０７ (１３４,２１７)

ビジネス兼観光 ９,４９９ ( － ) ５２,６４９ (６２,４１４)

道内客
観光 ２,９１６ (２,８５０) ２１,２６８ (２０,６７３)

第４
ビジネス兼観光 ６,０７１ (４,４２５) ２０,９１７ (２４,７１６)

四半期 道外客
観光 ２３,２５０ (２３,１４３) ７５,１７２ (７４,８６７)

ビジネス兼観光 ５,２００ (５,５８２) ２８,１７６ (２６,４５８)

外国人
観光 １４,５６０ (１３,３３０) １２０,７９１ (１１９,４１９)

ビジネス兼観光 ８,５１３ (７,４２３) ３９,８１５ (６５,４４２)

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

「観光消費額単価」は、道内１３の観光地点で実施したパラメータ調査により得られたサンプルか

ら算出しています。

なお、Ｈ２３年度から、外国人の「観光」については、上記の道内１３の観光地点に加え、新千歳

空港において実施した調査により算出していますが、「ビジネス兼観光」はサンプルが少ないため、

観光庁から提供された単価を掲載しています。

また、Ｈ２４年度第４四半期からは、道内客、道外客、外国人客とも、「ビジネス兼観光」は観光

庁から単価が提供されることとなったため、その値を掲載しています。
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北海道観光入込客数調査報告書［平成２５年度］

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.htm

平成２６年８月

北海道経済部観光局観光地づくりグループ

札幌市中央区北３条西６丁目

電話番号（代表）011-231-4111 内線 26-564

（直通）011-204-5303

FAX番号（直通）011-232-4120


